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研究成果概要（和文）：東アジアのうち，北海道を除く日本本土では後期更新世～完新世に多く

の種類の哺乳類が絶滅しているが，その絶滅期は MIS 3 から MIS 2 にかけてで，大型種だけ

でなく小型種も絶滅している．絶滅は短期間に急激に起こったのではなく，比較的長い期間に

徐々に進行したようである．この地域ではずっと森林が維持され，環境変化が穏やかで，人類

の影響もさほど強くなかったことが，そのようなパターンをもたらしたと考えられる．琉球列

島では島ごとに絶滅のパターンが異なり，ここでは人類が絶滅に深くかかわっていると推定さ

れる．中国東北部では，ヨーロッパでのパターンに似た絶滅が起こったが，中国中・南部では

絶滅はそれより限定されたものであったようである．台湾や韓国では，まだ研究が十分ではな

い．

研究成果の概要（英文）：In mainland Japan except Hokkaido, several forms of mammals
became extinct from the Late Pleistocene to Holocene. The times of their extinctions are
assigned to MIS 3 to MIS 2, and the extinct forms comprise not only large mammals, but
also small mammals. The extinctions seem not to be an abrupt event, but to have occurred
gradually for a relatively long period. Such features probably resulted from the persistence
of forests, milder climate change, and weaker human impact in this area. In the Ryukyu
Islands, the patterns of the mammal extinctions differ from each island. and it is inferred
that human activities closely related to the extinctions. In Northeast China, the extinction
patterns are similar to those of Europe. On the other hand, the extinctions are less re-
markable in Central and South China. In Taiwan and South Korea, the researches on the
extinctions have been insufficient, because of the shortage of available data.
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１．研究開始当初の背景
第四紀，特にその後期が地球史の中で著し

い絶滅期であることは，現在の地球環境保全
という立場から，近年欧米で強く主張される
ようになってきた．一方，わが国では地球史
の絶滅期と言うと，白亜紀末や二畳紀末の大
量絶滅についての認識はあっても，第四紀の
大量絶滅については，一般の人々だけでなく
専門家の間でもごく最近までほとんど注目
されることはなかった．しかし，第四紀後期
の動植物の絶滅は，われわれ人類との関わり
という点で，きわめて重要な意味を持ち，そ
れがどのようにして起ったのか，またその要
因が何であったのかを明らかにすることは，
人類の生存に関わる近未来の地球環境予測
を行う上で重要であることが，最近徐々に理
解されるようになってきた．本研究では，こ
のような第四紀後期の絶滅現象が最も顕著
な形で現れ，人類の諸活動とも非常に関連が
深い哺乳類を取り上げ，これまでの欧米中心
の研究で，データの大きな空白域であった東
アジアで，このような絶滅現象の実態を明ら
かにし，その要因にせまるために研究を開始
した．

２．研究の目的
第四紀後期の哺乳類を中心とした絶滅現

象については，欧米では古くから注目され，
これまでに多くの本や論文で取り扱われて
きた．特に南北アメリカでは，この現象の実
態がかなり詳しく解明され，哺乳類の大量絶
滅が更新世末のごく短期間に急激に起った
こと，また絶滅したものの多くが大型哺乳類
であること，さらに絶滅が起こった頃に初め
て南北アメリカに人類が現れたことなどが
明らかにされてきた．このような絶滅現象の
原因を説明するために，P. S. Martin は人類
が大型哺乳類を狩り尽くして北から南へ移
動する「電撃戦モデル」を考案し，このよう
な絶滅が人類の過度の狩猟によるとする「過
剰殺戮説」を唱えた．さらに彼は，アフリカ
起源の現生人類（ホモ・サピエンス）が全世
界に拡散する過程で，その狩猟によって絶滅
が地球規模で起こったと考え，全世界におよ
ぶ絶滅パターンのモデルを提案している．こ
のような説に対して，後期更新世末から完新
世初頭にかけての急激な環境変化に原因を
求める環境変化説や，そのような変化によっ
て弱体化した哺乳類の集団に人類が「最後の
一撃」を加えて絶滅が起こったとする説など
多くの考えがこれまでに提唱され，欧米を中
心に現在も活発な議論が行われている．しか
し，このような諸説や全世界におよぶ絶滅パ

ターンのモデルのもととなったデータは，主
に南北アメリカとヨーロッパで得られたも
のであり，さらにアフリカやオーストラリア
のデータは使われているものの，アジア特に
東アジアのデータはほとんどと言ってよい
ほど使われていなかった．つまり，東アジア
は第四紀後期の大量絶滅を論じる上で，「巨
大な空白地帯」となっていたのである．
そこで本研究では，そのような「空白地帯」

である日本をはじめ，中国や台湾，朝鮮半島
といった東アジアの諸地域で，第四紀後期の
化石記録をもとに，この地域で起こった哺乳
類の絶滅現象の実態を明らかににすること
を目的に研究を行った．さらに，その成果を
考古学研究によって得られた人類活動に関
するデータや，古環境解析によって得られた
環境変動に関するデータと対応させること
によって，このような絶滅現象の要因にせま
ることも目的としている．また，このような
「空白地帯」で明らかにされた絶滅現象の実
態を，地球規模での絶滅現象の解明に役立つ
情報として世界に発信することや，他分野の
研究者ばかりでなく，広く一般の人々がこの
ような現象についての理解を深めるための
情報として発信することも目的としている．

３．研究の方法
日本本土や琉球列島において，第四紀後期

の哺乳類化石を産出する数多くの化石産地
や遺跡で，化石産出層の層序や年代の研究を
行うとともに，精密水洗法を用いて小型から
中・大型までのすべての哺乳類化石を採取し，
その詳細な系統分類学的研究を行って，それ
ぞれの化石が真に絶滅種であるのか，それと
も現生種であるのかを客観的な根拠にもと
づいて判定した．また，すでに採取されて国
内の研究機関に保管されている化石標本に
ついても同様の系統分類学的研究や年代研
究を行った．年代研究では，多くの試料につ
いて AMS 法による 14C 年代の測定を新たに行
った．また国内で直接調査が行えなかった化
石産地や遺跡についても，入手可能なデータ
を収集して，その分析や整理を行った．

中国や台湾，韓国でも同様の調査を行った
が，化石産地や遺跡での現地調査は一部にと
どめ，各国の研究機関で化石標本の調査や化
石との比較のために必要な現生標本の調査
を行うとともに，海外共同研究者の協力を得
て，各国の第四紀後期の哺乳類化石やその産
出層に関するデータを入手し，その分析や整
理を行った．

これらの研究活動とともに，遺跡や考古遺
物の研究と第四紀後期の古環境に関するデ



ータの収集も行った．

４．研究成果
（１） 日本本土

日本本土では，北海道でナウマンゾウやマ
ンモスゾウ，それにヤベオオツノジカが後期
更新世末に絶滅している．ただ，北海道では
化石記録が断片的でその絶滅期や絶滅に至
るパターンはよくわかっていない．また完新
世にはオオヤマネコが絶滅している．一方，
本州・四国・九州では多くの化石産地や遺跡
から後期更新世～完新世の哺乳類化石が多
産している．それらの産地や遺跡の堆積物の
層序や年代を新しいデータも加えて整理し，
産出化石の系統分類学的研究の結果と合わ
せることによって，この地域における絶滅の
様子がかなりよくわかってきた．この地域で
は，後期更新世後半の MIS 3～MIS 2 にニホ
ンモグラジネズミ，ニホンムカシヤチネズミ，
レミング類，ニホンムカシハタネズミ，ブラ
ンティオイデスハタネズミに近似の種類，ヒ
グマ，クズウアナグマ，ヒョウ，トラ，ナウ
マンゾウ，ヤベオオツノジカ，ヘラジカ，ス
テップバイソン，オーロックスといった種類
が絶滅したが，後期更新世にいた他の多くの
哺乳類は，その後現在まで生きのびている．
また，絶滅は大型の種類だけでなく，小型の
種類にも起こっている．さらにこのような絶
滅は，北アメリカでの絶滅のように，短期間
のうちに大型種が一斉に絶滅したというパ
ターンではなく，比較的長い時間をかけて
徐々に進行したように見える．そのような点
でヨーロッパなどユーラシア大陸北部のパ
ターンに似ているが，そこで起こったマンモ
ス・ステップの居住者の絶滅といった現象は
見られない．本州・四国・九州では後期更新
世から完新世にかけて，ずっと森林が維持さ
れ，環境変化が比較的穏やかで，人類の影響
もさほど強くなかったために，そのようなパ
ターンになったことが考えられる．完新世に
なってからも，オオヤマネコのようにこの地
域で絶滅した種類もいる．

（２） 琉球列島
琉球列島の島々では，新発見のものを含む

多くの化石産地・遺跡での研究が大きく進展
したため，後期更新世～完新世の動物相の変
化や絶滅の様子が，島ごとにかなりよくわか
るようになった．喜界島では完新世後半にな
ってから，イノシシやケナガネズミ，アマミ
トゲネズミが絶滅し，沖縄本島ではシカ類が
後期更新世後半の MIS 3～MIS 2に絶滅した．
宮古島では，シカ類やヨシハタネズミ，ケナ
ガネズミ属が完新世まで生きのびた後に絶
滅し，石垣島ではシカ類が後期更新世の比較
的早い時期に絶滅し，完新世後期になってそ
れまで優勢だったシロハラネズミ属が急激

に絶滅した．このように，島ごとに絶滅のパ
ターンが異なること，完新世になって絶滅し
たものがかなりあることがこの地域の特徴
であるが，このような絶滅には，後期更新世
～完新世の環境変化というよりは，これらの
島への人類の渡来や人類の持ちこんだ動物
が関係していることが考えられる．

（３） 中国
中国北東部や中国中部で現地調査を行っ

たが，短期間の調査では十分な成果が得られ
なかったために，中国国内の研究機関での標
本調査や海外共同研究者からのデータ提供
にもとづいて，この地域での絶滅現象の概要
を把握するように努めた．中国東北部では後
期更新世後半の MIS 3 から MIS 2 にかけて，
マンモス・ステップの居住者であるハイエナ，
マンモスゾウ，ケサイ，ステップバイソンな
どが絶滅したが，それらは短期間に一斉に絶
滅したのではなく，徐々に絶滅していったよ
うで，例えばマンモスゾウはその分布域を次
第に北方へ縮小し，ついには絶滅したようで
ある．またこの時期に絶滅せず生きのびたも
のも多く，ヨーロッパでの絶滅パターンと類
似していることがわかった．

中国の中・南部では絶滅したものが，中国
東北部や北部より少なく，絶滅時期も不明確
である．絶滅したものにはトウヨウゾウやバ
ク類などがあるが，後期更新世の動物群の多
くの構成要素が完新世まで生き残った．

（４） 台湾
台湾では後期更新世～完新世の動物相の

変化はほとんど知られていなかったため，新
しい化石産地で海外共同研究者と協力して
発掘調査を行い，多くの哺乳類化石を得るこ
とができた．数多くの試料で年代測定を試み
たが，現在までのところ年代値は得られてい
ないので詳しいことはまだ不明であるが，お
そらく後期更新世から完新世にかけて動物
相に変化があって，哺乳類の絶滅も起こって
いる可能性が高いことがわかってきた．今後
も発掘調査を継続して，台湾での絶滅現象の
実態解明に努めたい．

（５） 韓国
韓国では第四紀哺乳化石産地はかなりあ

るものの，そのような化石を専門に研究して
いる研究者がいないため，もっぱら考古学の
研究者が収集した化石標本の調査を現地の
研究機関で行うとともに，現地研究者からデ
ータ提供をしてもらうことになった．韓国で
はこの時期に絶滅したと考えられる種類は
あるが，化石産出層の層序や年代が不明確で
あるため，それらの哺乳類の絶滅については
現状ではまだ十分な議論ができないことが
わかった．
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